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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 6,336 △16.8 △48 ― △70 ― △102 ―

21年3月期第1四半期 7,614 ― △222 ― △154 ― △72 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △4.92 ―

21年3月期第1四半期 △3.38 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 31,789 5,986 15.9 244.98
21年3月期 33,468 5,916 14.9 240.05

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  5,048百万円 21年3月期  4,995百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 1.50 1.50

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

― ―
0.00 

～2.00
0.00 

～2.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

19,000 17.1 30 ― 20 ― 10 ― 0.47

通期 46,000 2.5 500 29.2 450 △0.4 200 ― 9.39
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能
性があります。 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 22,072,850株 21年3月期  22,072,850株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  1,467,190株 21年3月期  1,262,882株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 20,738,216株 21年3月期第1四半期 21,315,575株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、企業収益や設備投資が大幅に減少するとともに、
個人所得及び雇用情勢の悪化等も依然として続いており、厳しい状況で推移しました。 
建設業界におきましても、景気対策として公共事業の前倒しによる発注が講じられているものの、設備

投資や住宅建設の大幅な減少により極めて厳しい経営環境が続いております。 
このような状況の中、当社グループはリスク管理の徹底、不採算工事の抑制や継続的な経費削減、原価

コストの圧縮に努め、収益の確保に取り組んでまいりました。 
その結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高6,336百万円（前年同四半期比16.8%減）となり

ました。利益につきましては、営業損失48百万円（前年同四半期は222百万円の損失）、経常損失70百万
円（前年同四半期は154百万円の損失）、四半期純損失102百万円（前年同四半期は72百万円の損失）とな
りました。 
なお、当社グループの売上高は、通常の形態として、第４四半期に偏るという季節的変動要因があるた

め、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間の売上高の割合は低くなる傾向があります。 
  

  

（1）資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形・完成工事未収入金の減少等により、前連結会計
年度末に比べ1,678百万円減少の31,789百万円となりました。負債合計につきましては、主に支払手形・
工事未払金等の減少や借入金の減少により、前連結会計年度末に比べ1,748百万円減少し、25,802百万円
となりました。純資産合計につきましては、その他有価証券評価差額金が202百万円増加したものの、四
半期純損失を102百万円計上したことなどにより連結会計年度末に比べ70百万円増加し、5,986百万円とな
りました。 
  

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ33百万円増加
し、3,724百万円となりました。 
  
営業活動によるキャッシュ・フロー 
営業活動によるキャッシュフローは、仕入債務の減少1,476百万円、未成工事支出金などのたな卸資産

の増加1,666百万円などありましたが、売上債権の減少3,889百万円の減少などにより、1,280百万円の増
加となりました。 

  

投資活動によるキャッシュ・フロー 
投資活動によるキャッシュ・フローは、建設機械などの有形固定資産の取得による支出などにより15百

万円の減少となりました。 

  

財務活動によるキャッシュ・フロー 
財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済等により1,222百万円の減少となりました。 

  

平成21年５月15日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 
  

  
  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 
  

(棚卸資産の評価方法） 
   棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額 
  を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
 (固定資産の減価償却方法) 
   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して 
  算定する方法によっております。 
  
  

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、長期大型工事（工期１年以上、かつ請負金額１億
円以上）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、
当第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27
日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27
日）が適用されたことに伴い、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から当第１四半期連結会
計期間末までの進捗部分についての成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進
捗度の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 
なお、平成21年３月31日以前に着手した工事契約のうち、長期大型工事（工期１年以上、かつ請負金

額１億円以上）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま
す。 
これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第１四半期連結累計期間に係る完成工事高は79,663

千円増加し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が6,545千円減少しております。 
  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,979,654 3,962,884 

受取手形・完成工事未収入金等 11,537,169 15,108,020 

有価証券 1,292 1,292 

販売用不動産 1,035,226 1,115,468 

未成工事支出金 3,872,840 2,121,727 

不動産事業支出金 734,393 734,393 

商品及び製品 83 4,177 

材料貯蔵品 6,211 5,997 

立替金 135,527 261,842 

繰延税金資産 109,759 109,942 

その他 755,432 609,869 

貸倒引当金 △103,585 △124,651 

流動資産合計 22,064,001 23,910,960 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,745,457 1,758,543 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 308,216 330,143 

船舶（純額） 72,164 76,735 

土地 3,848,768 3,848,768 

有形固定資産計 5,974,605 6,014,190 

無形固定資産   

その他 30,880 31,024 

無形固定資産計 30,880 31,024 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,862,703 1,631,193 

長期貸付金 324,308 324,503 

長期未収入金 1,240,163 1,243,531 

破産更生債権等 187,611 189,061 

繰延税金資産 44,996 63,338 

再評価に係る繰延税金資産 17,937 17,937 

その他 261,902 264,484 

貸倒引当金 △219,330 △221,830 

投資その他の資産計 3,720,290 3,512,217 

固定資産合計 9,725,775 9,557,431 

資産合計 31,789,776 33,468,391 
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 7,122,519 8,599,218 

短期借入金 11,869,427 12,340,395 

未払金 104,839 280,848 

未払法人税等 30,874 82,408 

未成工事受入金 3,083,484 1,740,568 

完成工事補償引当金 41,720 45,558 

工事損失引当金 34,861 38,614 

賞与引当金 23,605 61,198 

その他 308,580 446,847 

流動負債合計 22,619,909 23,635,654 

固定負債   

長期借入金 1,982,485 2,686,677 

長期未払金 55,207 55,207 

再評価に係る繰延税金負債 127,547 127,547 

退職給付引当金 487,507 481,235 

負ののれん 456,672 521,911 

その他 73,518 43,562 

固定負債合計 3,182,936 3,916,139 

負債合計 25,802,845 27,551,793 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,368,032 2,368,032 

資本剰余金 1,527,310 1,527,310 

利益剰余金 1,846,506 1,978,190 

自己株式 △163,347 △145,543 

株主資本合計 5,578,501 5,727,989 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 35,659 △166,399 

土地再評価差額金 △566,117 △566,117 

評価・換算差額等合計 △530,458 △732,516 

少数株主持分 938,888 921,125 

純資産合計 5,986,931 5,916,598 

負債純資産合計 31,789,776 33,468,391 
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 (2)【四半期連結損益計算書】 
  【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 7,614,401 6,336,139 

売上原価 7,121,070 5,819,798 

売上総利益 493,331 516,341 

販売費及び一般管理費 715,702 565,328 

営業損失（△） △222,371 △48,987 

営業外収益   

受取利息及び配当金 20,457 16,272 

為替差益 22,361 － 

負ののれん償却額 65,238 65,239 

その他 33,474 9,986 

営業外収益合計 141,530 91,497 

営業外費用   

支払利息 63,133 61,709 

貸倒引当金繰入額 3,179 － 

為替差損 － 32,690 

その他 7,229 18,682 

営業外費用合計 73,541 113,081 

経常損失（△） △154,382 △70,571 

特別利益   

前期損益修正益 313 － 

固定資産売却益 137 － 

投資有価証券売却益 498 － 

貸倒引当金戻入額 42,437 27,605 

完成工事補償引当金戻入額 － 4,831 

その他 1,707 － 

特別利益合計 45,092 32,436 

特別損失   

固定資産除却損 981 950 

投資有価証券評価損 652 － 

投資有価証券売却損 43 － 

販売用不動産評価損 7,443 11,667 

その他 － 4,796 

特別損失合計 9,119 17,413 

税金等調整前四半期純損失（△） △118,409 △55,548 

法人税、住民税及び事業税 63,625 26,673 

法人税等調整額 △105,705 182 

法人税等合計 △42,080 26,855 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4,283 19,603 

四半期純損失（△） △72,046 △102,006 
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 (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △118,409 △55,548 

減価償却費 44,070 57,527 

負ののれん償却額 △65,238 △65,239 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △37,957 △23,566 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △1,486 △3,838 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 20,718 △3,753 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,337 6,272 

賞与引当金の増減額（△は減少） 67,810 △37,593 

受取利息及び受取配当金 △20,457 △16,272 

支払利息 63,133 61,709 

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △455 － 

販売用不動産の増減額（△は増加） 652 － 

販売用不動産評価損 7,443 － 

固定資産売却損益（△は益） △137 － 

固定資産除却損 981 950 

割引手形の増減額（△は減少） △62,339 △313,508 

売上債権の増減額（△は増加） 3,279,506 3,889,177 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,523,486 △1,666,991 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,439,816 △1,476,699 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 585,538 1,342,916 

為替差損益（△は益） △22,361 9,286 

立替金の増減額（△は増加） 52,460 126,315 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △178,947 △149,062 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 142,567 △310,772 

長期前払費用の増減額（△は増加） 1,986 204 

小計 793,439 1,371,515 

利息及び配当金の受取額 20,706 14,815 

利息の支払額 △48,398 △64,064 

法人税等の支払額 △95,545 △41,464 

営業活動によるキャッシュ・フロー 670,202 1,280,802 
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △9,863 △21,659 

定期預金の払戻による収入 22,209 38,800 

有価証券の取得による支出 △1 － 

有形固定資産の取得による支出 △43,211 △24,095 

有形固定資産の売却による収入 5,795 5,650 

投資有価証券の取得による支出 △12,829 △10,971 

投資有価証券の売却による収入 1,622 － 

貸付けによる支出 △115,013 △29,831 

貸付金の回収による収入 5,298 24,069 

その他の支出 △40 △303 

その他の収入 14,244 2,378 

投資活動によるキャッシュ・フロー △131,789 △15,962 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 14,173,630 14,794,487 

短期借入金の返済による支出 △14,235,000 △15,286,041 

長期借入れによる収入 200,000 60,000 

長期借入金の返済による支出 △636,282 △743,606 

自己株式の取得による支出 △134 △17,804 

配当金の支払額 △60,874 △29,678 

財務活動によるキャッシュ・フロー △558,660 △1,222,642 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,431 △8,287 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,816 33,911 

現金及び現金同等物の期首残高 4,624,932 3,690,147 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,609,116 3,724,058 
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  該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

 
  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注)  事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 

 (1) 事業区分の方法 

    日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上区分を勘案して区分しております。 

 (2) 各区分に属する主要な事業の内容 

    建設事業  ：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

    不動産事業 ：不動産の売買及び賃貸等に関する事業 

    その他の事業：資材・石油類の販売、機材の賃貸、保険代理業 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

及び当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。  

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

及び当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 海外売上高が連結売上高の10%未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

  該当事項はありません。 

【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

建設事業 
(千円)

不動産事業 
(千円)

その他の事業 
(千円)

計 
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結 
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

7,245,404 176,636 192,361 7,614,401 ― 7,614,401

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

84,623 46,147 280,531 411,301 (411,301) ―

計 7,330,027 222,783 472,892 8,025,702 (411,301) 7,614,401

営業利益 
又は営業損失（△）

△254,796 17,298 18,935 △218,563 (3,808) △222,371

建設事業 
(千円)

不動産事業 
(千円)

その他の事業 
(千円)

計 
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結 
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

6,074,143 164,149 97,847 6,336,139 ― 6,336,139

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

81,229 70,616 248,112 399,957 (399,957) ―

計 6,155,372 234,765 345,959 6,736,096 (399,957) 6,336,139

営業利益 
又は営業損失（△）

△71,907 31,333 3,008 △37,566 (11,421) △48,987

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(株主資本に著しい変動があった場合の注記)
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受注及び販売の状況 
(1)受注高 
  

 
（注）パーセント表示は、前年同期比増減率 

  

  （参考） 受注実績内訳                    単位：百万円 

 
 （注） （  ）内のパーセント表示は、構成比率 

  

  (2)個別受注予想 

 
 （注） パーセント表示は、前年同期比増減率 

6. その他の情報

受注高

平成22年３月期第１四半期 6,167 百万円 7.8%

平成21年３月期第１四半期 5,723 △31.9%

区分
平成22年３月期 平成21年３月期

比較増減 増減率
第１四半期 第１四半期

建 
設 
事 
業

土木

(%) (%) %

官公庁 3,116 (50.5) 1,403 (24.5) 1,713 122.1

民間 367 (6.0) 720 (12.6) △ 353 △ 49.0

計 3,484 (56.5) 2,124 (37.1) 1,360 64.0

建築

官公庁 256 (4.2) 284 (5.0) △ 28 △ 9.9

民間 2,426 (39.3) 3,314 (57.9) △ 888 △ 26.8

計 2,683 (43.5) 3,598 (62.9) △ 915 △ 25.4

合計

官公庁 3,372 (54.7) 1,688 (10.6) 1,684 99.8

民間 2,794 (45.3) 4,035 (89.4) △ 1,241 △ 30.8

計 6,167 (100.0) 5,723 (100.0) 444 7.8

合計 6,167 (100.0) 5,723 (100.0) 444 7.8

受注高

平成22年３月期予想 32,000 百万円 △0.3%

平成21年３月期実績 32,096 △0.7%
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